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５
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１１

夫
婦
で
一
緒
に
子
育
て

　
〜
男
性
の
育
児
休
業
が
取
り
や
す
く
な
り
ま
し
た
〜

　　
あ
な
た
は
、
育
児
休
業
制
度
を

知
っ
て
い
ま
す
か
。

　
育
児
休
業
と
は
、
原
則
１
歳
未

満
の
子
ど
も
を
養
育
す
る
た
め
の

休
業
で
、『
育
児
・
介
護
休
業
法
』

と
い
う
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
労
働
者
が
子
育
て

を
し
な
が
ら
働
き
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
設
け
ら
れ
た
制
度

で
す
。

　
育
児
・
介
護
休
業
法
は
、
令
和

３
年
に
改
正
、
令
和
４
年
４
月
か

ら
段
階
的
に
施
行
さ
れ
て
い
て
、

男
性
も
女
性
も
仕
事
と
育
児
の
両

立
が
で
き
る
よ
う
に
、
雇
用
環
境

の
整
備
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
男
性
が
育
児
に
参
加
す
る
こ
と
、

女
性
が
社
会
で
活
躍
す
る
こ
と
。

そ
の
先
に
目
指
す
べ
き
社
会
と

は
、
す
べ
て
の
人
が
働
き
や
す
く
、

暮
ら
し
や
す
い
社
会
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
男
性
の
育
児
休
業
制
度
を
通
じ

て
、『
す
べ
て
の
人
が
き
ら
め
く 

い
ま
り
』
の
実
現
に
つ
い
て
、
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

な
ぜ
男
性
の
育
児
休
業
が
必
要
な
の
？

　
男
性
が
子
育
て
に
参
加
す
る
こ

と
は
、
当
た
り
前
の
時
代
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
共
働
き
の
夫
婦
や
核
家
族
が
増

え
て
い
る
今
、
実
際
に
は
ど
の
く

ら
い
の
人
が
、
育
児
休
業
を
取
っ

て
い
る
の
か
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
令
和
３
年
度
の
育
児
休
業
取
得

率
を
男
性
と
女
性
と
で
比
較
す
る

と
、
女
性
の
85
・
１
㌫
に
対
し
、
男

性
は
13
・
97
㌫
と
か
な
り
低
い
水

準
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
統
計
に
よ
る
と
、
６
歳
未
満
の

子
ど
も
を
持
つ
家
庭
で
、
男
性
が

１
日
の
う
ち
家
事
や
育
児
に
関
連

す
る
こ
と
に
費
や
す
時
間
は
、
１

時
間
程
度
と
諸
外
国
に
比
べ
て
低

水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

男
性
の
家
事
・
育
児
時
間
が
長
い

ほ
ど
、
妻
が
継
続
し
て
就
業
す
る

割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と

や
、
第
２
子
以
降
の
出
生
割
合
が

高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
男
性
の
サ
ポ
ー
ト
が

増
え
て
く
れ
ば
、
仕
事
と
育
児
の

両
立
が
成
り
立
ち
、
社
会
で
活
躍

す
る
女
性
が
増
え
た
り
、
子
ど
も

の
出
生
率
が
上
が
っ
た
り
す
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
っ
て
、

男
性
の
育
児
休
業
の
取
得
が
さ
ら

に
進
む
よ
う
、
育
児
・
介
護
休
業

法
が
改
正
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
改
正
の
内
容
や
ポ
イ
ン

ト
を
紹
介
し
ま
す
。

年　度 平成 14 年度 平成 19 年度 平成 23 年度 平成 28 年度 令和３年度

女　性 64.0％ 89.7％ 87.8％ 81.8％ 85.1％

男　性 0.33％ 1.56％ 2.63％ 3.16％ 13.97％

◆全国の育児休業取得率の推移　（資料：厚生労働省『雇用均等基本調査』）

※ 政府は、令和７年（2025 年）における男性の育児休業取得率の目標を 30％と
しています。
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特 集 1　夫婦で一緒に子育て

男
性
が
育
児
に
参
加
す
る
と
い
う
こ
と

　
男
性
の
育
児
休
業
取
得
は
、
男

性
の
家
事
・
育
児
へ
の
参
画
を
進

め
、
家
族
の
絆
を
深
め
ま
す
。
会

社
に
と
っ
て
も
、
業
務
や
働
き
方

の
見
直
し
に
つ
な
が
る
な
ど
、
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
家
庭
生
活
が
充
実
し
、
仕
事
と

生
活
の
調
和
が
進
む
と
、
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
が
実
現
さ
れ
、

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

　
一
方
で
、
育
児
休
業
取
得
期
間

は
無
給
に
な
る
た
め
、
経
済
的
に

不
安
定
に
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
職
場
環
境
に
よ
っ

て
は
、
育
児
休
業
を
取
得
し
づ
ら

い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ

り
ま
す
。

　
し
か
し
、
日
々
成
長
し
て
い
く

わ
が
子
と
の
か
け
が
え
の
な
い
時

間
を
過
ご
す
こ
と
は
、
家
族
の
絆

が
一
層
深
ま
り
、
子
育
て
を
通
し

て
視
野
が
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
実
際
に
育
児
休
業
を

取
得
し
た
男
性
に
、
話
を
聞
い
て

み
ま
し
た
。

　　 男男性のメリット性のメリット

◆ 仕事と家庭の両立を意識する

ことで、仕事の効率アップや

自身の成長につながる

◆ 親としての責任感が、仕事の

モチベーションを高める

  女女性のメリット性のメリット

◆ 育児を共有することで、育児の

不安やストレスが軽減できる

◆ 家事・育児の分担でフルタイム

での就労が可能になり、キャリ

アアップにつながる

  会社会社のメリットのメリット

◆ 社員の満足度やモチベーショ

ンを高めることで、優秀な人

材の定着が期待できる

◆ 働きやすい職場環境は、企業

のイメージアップになる

育
児
休
業
が
取
り
や
す
く
な
り
ま
し
た

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら

▽ 

個
別
周
知
・
休
業
取
得
意
向
確
認

【
新
設
】

　�

労
働
者
本
人
ま
た
は
配
偶
者
の

妊
娠
・
出
産
の
申
し
出
が
あ
っ

た
と
き
は
、
個
別
に
制
度
の
周

知
と
休
業
の
意
向
を
確
認
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

▽ 

雇
用
環
境
整
備
の
措
置
【
新
設
】

　�

育
児
休
業
を
取
得
し
や
す
い
労

働
環
境
の
整
備
の
た
め
、
次
の

い
ず
れ
か
（
複
数
が
望
ま
し
い
）

を
実
施
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
し
た
。

①
制
度
に
関
す
る
研
修
の
実
施

②
相
談
窓
口
や
対
応
者
の
設
置

③
休
業
取
得
事
例
の
収
集
と
提
供

④�

制
度
と
休
業
取
得
促
進
の
方
針

の
周
知

▽ 

取
得
要
件
の
緩
和
【
改
正
】

　�

有
期
労
働
者
の
休
業
取
得
が
、

雇
用
期
間
に
関
わ
ら
ず
可
能
に

な
り
ま
し
た
。

ポ
イ
ン
ト 
１

（従来）

令
和
４
年
10
月
１
日
か
ら

▽ 

産
後
パ
パ
育
休
（
出
生
時
育
児

休
業
）【
新
設
】

　�

子
ど
も
が
生
ま
れ
て
か
ら
８
週

間
以
内
に
、
28
日
を
限
度
と
し

て
取
得
で
き
ま
す
。

　�
育
児
休
業
（
★
）
と
は
別
に
、

２
回
ま
で
分
割
し
て
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

※
下
の
【
表
】
中�

　�

が
新
制
度

▽ 

育
児
休
業
（
★
）
の
分
割
取
得

【
改
正
】

　�

分
割
し
て
、
２
回
ま
で
取
得
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　�

保
育
所
に
入
所
で
き
な
い
な
ど

の
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合

は
、
再
取
得
が
可
能
で
す
。

※
下
の
【
表
】
中�

　�

が
改
正

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら

▽ 

育
児
休
業
等
の
取
得
状
況
の
公
表

【
新
設
】

　�

労
働
者
が
１
０
０
１
人
以
上
の

企
業
は
、
毎
年
１
回
、
男
性
労

働
者
の
育
児
休
業
等
の
取
得
率

を
公
表
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト 

２

ポ
イ
ン
ト 

３

◆育児休業制度の活用例【表】　（資料：厚生労働省）
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蒲
かも

原
はら

 憲
のり

彦
ひこ

 さん
社会福祉士・精神保健福祉士

【勤務先】社会福祉法人東
とう

方
ほう

会
かい

　障害者就労支援センター

な
ぜ
、
育
児
休
業
を
取
得

し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
か
？

　
２
人
の
育
児
を
妻
だ
け
で
す
る

の
は
、
大
変
だ
と
思
っ
た
か
ら
で

す
。
家
族
の
た
め
、
出
産
１
か
月

前
に
、
上
司
に
相
談
し
ま
し
た
。

出
産
直
前
に
上
司
へ
の
相
談

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
？

　
育
児
休
業
制
度
は
就
業
規
則
に

盛
り
込
ん
で
あ
り
、
い
つ
で
も
誰

で
も
規
則
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
、
知
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
こ
れ
ま
で
男
性
が
取
得
し
た

実
績
が
な
く
、
迷
っ
て
い
ま
し
た
。

　令和４年９月 12 日〜 30 日に育児休
業を取得

同
法
人
で
は

男
性
の
育
児
休
業
取
得
第
１
号

　「
他
の
ス
タ
ッ
フ
に
負
担
を
か
け

て
し
ま
う
」
と
い
う
の
が
気
に
な

り
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
、
休
む

前
に
段
取
り
が
で
き
た
の
で
、
最

小
限
の
負
担
で
済
ん
だ
と
思
い
ま

す
。
法
人
で
は
２
人
目
の
男
性
職
員

が
、
育
児
休
業
を
取
得
し
ま
し
た
。

取
り
や
す
く
す
る
た
め
に
は

何
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
か
？

　
１
番
は
職
場
の
理
解
。
上
司
か

ら
の
「
育
児
休
業
を
取
っ
た
ら
」
と

い
う
言
葉
は
、う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

育
児
休
業
を
取
っ
て
み
て

ど
う
で
す
か
？

　
わ
が
子
の
『
今
、
こ
の
瞬
間
』

を
見
守
る
こ
と
が
で
き
て
、「
取
っ

て
よ
か
っ
た
」
の
一
言
で
す
。

　
職
場
の
み
ん
な
の
協
力
が
あ
っ

て
こ
そ
、
子
育
て
の
楽
し
さ
・
う

れ
し
さ
を
味
わ
う
貴
重
な
経
験
が

で
き
ま
し
た
。
感
謝
し
て
い
ま
す
。

杵
き

嶋
しま

 孝
こう

太
た

 さん
公務員  【勤務先】伊万里市役所

　令和４年 10 月 11 日から１か月間、
育児参加のための休暇を活用して、定時
よりも１時間早く退庁。11 月 14 日〜
30 日に育児休業を取得

育児休業を取得した人に聞いてみました

な
ぜ
、
育
児
休
業
を
取
得

し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
か
？

　
妻
が
育
児
以
外
に
使
え
る
時
間

と
休
息
で
き
る
時
間
を
作
り
た
い

と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
妻
の
妊
娠
が

わ
か
っ
て
、
安
定
期
に
入
っ
た
頃

か
ら
、
二
人
で
話
し
合
い
ま
し
た
。

育
児
休
業
の
取
得
で

意
識
し
た
こ
と
は
？

　
仕
事
で
は
、
業
務
の
引
き
継
ぎ
。

育
児
で
は
、
役
割
分
担
を
明
確
に

す
る
た
め
、
事
前
に
「
自
分
に
何

を
期
待
す
る
か
」
を
妻
に
聞
き
ま

し
た
。

取
り
づ
ら
さ
や
上
司
へ
の

言
い
づ
ら
さ
は
？

　
同
僚
に
は
、
申
し
訳
な
い
気
持

ち
が
あ
り
ま
し
た
が
、
み
ん
な
が

理
解
し
て
く
れ
て
、
協
力
的
で
し

た
。
代
替
え
の
職
員
を
配
置
し
て

も
ら
え
た
の
は
、
よ
か
っ
た
で
す
。

取
り
や
す
く
す
る
た
め
に
は

何
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
か
？

　
上
司
や
同
僚
な
ど
の
職
場
の
理

解
と
制
度
の
充
実
。
休
ん
で
い
る

間
に
自
分
の
仕
事
を
安
心
し
て
任

せ
ら
れ
る
よ
う
な
職
場
環
境
が
、

必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

育
児
休
業
を
取
得
し
よ
う
と

考
え
て
い
る
人
に
ア
ド
バ
イ
ス

　
わ
が
子
の
成
長
過
程
を
見
守
る

こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
時
間
で
し

た
。
子
育
て
に
は
、
悩
む
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
と
き

妻
の
相
談
相
手
に
な
る
こ
と
は
、

重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
積
極
的
に

育
児
休
業
を
取
得
し
ま
し
ょ
う
。
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男
性
の
育
児
参
加
　
そ
の
先
に
目
指
す
べ
き
社
会

男
女
協
同
参
画
社
会
実
現
の
た
め

『
男
女
共
同
参
画
』
と

『
男
女
協
働
参
画
』

　
国
や
県
で
は
、『
男
女
共
同
参
画

社
会
基
本
法
』
の
よ
う
に
、『
共
同
』

を
使
用
し
て
い
ま
す
が
、
市
で
は

『
協
働
』
を
使
っ
て
い
ま
す
。

　
協
働
は
、
古
く
か
ら
日
本
社
会

に
お
い
て
使
わ
れ
た
き
た
言
葉
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
で
は
早
く
か

ら
、「
市
民
と
行
政
が
、
と
も
に

汗
を
流
し
て
協
力
し
て
取
り
組
も

う
」
と
い
う
意
味
か
ら
使
い
始
め
、

力
だ
け
で
な
く
、
心
も
合
わ
せ
て

参
画
社
会
を
目
指
し
た
い
と
の
思

い
を
込
め
て
い
ま
す
。

特 集 1　夫婦で一緒に子育て

男　女男　女

共　同共　同

参　画参　画

　すべての個人（ＬＧＢＴＱを含む）すべての個人（ＬＧＢＴＱを含む）
一人一人が一人一人が

　性別（ジェンダー）に縛られず、性別（ジェンダー）に縛られず、
ともに社会のあらゆる場面でともに社会のあらゆる場面で

　個性・能力をフルに発揮して意思個性・能力をフルに発揮して意思
決定し、主役として活躍決定し、主役として活躍

伊
万
里
市
で
は
、

『
男ひ

と

と
女ひ

と

が
協
働
し
、
す
べ
て
の
人
が

　
　
　
き
ら
め
く
“
い
ま
り”
の
実
現
』

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

➡

　『性別』という固定的な枠組みにとらわれず、『性別』という固定的な枠組みにとらわれず、
一人一人が真の意味の適材適所での活躍を実現一人一人が真の意味の適材適所での活躍を実現
していく社会していく社会

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は

　
伊
万
里
市
男
女
協
働
参
画
懇
話

会
『
い
ま
り
プ
ラ
ザ
』
は
、
市
民

自
ら
が
女
性
問
題
を
考
え
る
た
め

の
団
体
で
、
男
女
協
働
参
画
社
会

の
実
現
を
目
指
し
、
毎
月
の
定
例

会
や
出
前
講
座
な
ど
の
啓
発
活

動
、
研
修
会
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
市
の
男
女
協
働
参
画

関
連
事
業
が
、
計
画
通
り
に
進
ん

で
い
る
か
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
14
期
目
（
１
期
２
年
）

で
、
各
種
団
体
か
ら
の
推
薦
や
公

募
な
ど
で
集
ま
っ
た
17
人
（
男
性

６
人
、
女
性
11
人
）
で
、
積
極
的

に
活
動
し
て
い
ま
す
。

伊
万
里
市
男
女
協
働
参
画
懇
話
会
『
い
ま
り
プ
ラ
ザ
』

★隔年で、男女協働参画フォーラムを開催しています★隔年で、男女協働参画フォーラムを開催しています
　男女協働参画に関するテーマの講演会を開催しています。
　令和４年 10 月には、アバンセ（佐賀県立男女共同参画
センター）館長の田口香津子さんを講師に招き、演題『こ
ころを健やかに保つために』の講演会を開き、盛会に終わ
りました。
　この日は、伊万里実業高校フードプロジェクト部による
活動事例の発表や、家庭で不用となった食品を必要な人に
つなぐフードドライブもありました。

★パネル展を実施しています★パネル展を実施しています
　毎年、『男女共同参画週間』や『女性に対する暴力をなく
す運動』の期間にあわせて、パネル展を実施しています。
パネルだけでなく、いまりプラザで作成した紙芝居などの
展示や、関連するリーフレットなどを自由に持ち帰ること
もできます。

★親子や夫婦で参加できる講座を開催しています★親子や夫婦で参加できる講座を開催しています
　男女協働参画の視点を取り入れたさまざまな講座を開い
ています。
▷ 令和４年６月、風

かぜ

空
くう

間
かん

代表の飯
いい

田
だ

由美子さんから、災害
時を想定したポリ袋調理法や防災備蓄について、夫婦で
学びました。

▷ １月 14 日、親子で参加するフィットネスとミニ子育て
講座を開催しました（詳しくは８ページに掲載）。

このような活動をしています！

一緒に活動してみませんか一緒に活動してみませんか
　第 15 期の公募委員を募集します。
　男女協働参画に興味がある人、もっと知
りたいと思っている人、一緒に活動してみ
ませんか。詳しくは、広報伊万里４月号で
お知らせします。
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